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いさはや九電みらいの森

きりしま九電みらいの森

くじゅう九電の森

森の完
かん
成
せい
予想図

いさはや九電みらいの森

九電みらいの森プロジェクトとは？

四
し き
季の彩

いろど
りと緑が広がる みらいに繋

つな
げる森づくり

「九電みらいの森プロジェクト」の第一弾
だん

として、

子どもたちや地
ち

域
いき

の皆
みな

さまと約
やく

4,700本の苗
なえ

木
ぎ

を

植林して森づくりを始めました。

この森には、27種
しゅるい

類の木が植えられています。

季
き

節
せつ

によってさまざまな花や実をつける森の様子

や森の役
やくわり

割を学んでみましょう！

四
し き

季折
おりおり

々の多様な色合いや棚
たな

田
だ

等地
ち

域
いき

の
美しい風

ふうけい

景と森の恵
めぐ

みを五感で楽しめます 

周
しゅう

辺
へん

に自生する樹
じゅ

種
しゅ

を植え、
多
た

良
ら

岳
だけ

の一部となる森を目指します

環
かん

境
きょう

教育や地
ち

域
いき

の方々の交流の場となる森づくりを

目指し、地
ち

域
いき

と協
きょう

力
りょく

して森づくりに取り組み、地
ち

域
いき

の皆
みな

さまと一
いっしょ

緒にカーボンニュートラルに取り組ん

でいくことを目
もくてき

的としたプロジェクトです。九州全
ぜんいき

域

への環
かん

境
きょう

教育等の活動の展
てんかい

開を目指しています。

植林を通じた環
かん
境
きょう
教育のようす

彩
いろど

る広
こう

葉
よう

樹
じゅ

の森

自
し

然
ぜん

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

の森

ウメ・ヤマザクラなど 20樹
じゅ

種
しゅ

クリ・ツバキなど 7樹
じゅ

種
しゅ

2



自
し

然
ぜん

広
こうようじゅ

葉樹の森

展
てんぼう

望
スペース

いさはや
九電みら

いの森

森の散散森の散森 散散散散散散散の散散散散散散のの散散のののの森森森森森の散散の
さ ん さ く ど
さ ん さ くく どど
んさささ ん さ くく ううど ううどどど

策道策策道策道道道策策策策策策策策策策策策道策道策策道とその
周とその周道と の周の道と のの周と のそそののそそそとそそのそそそ 周周周周周道道道とと道と道道道とと のの道とと のとと ののの道道道道道道道道とと道とととととと道道道道
しゅしゅうしゅゅ 辺辺辺辺辺辺辺辺

へへ んへへ んへ

森の全
ぜん

景
けい

とその先の棚
たな

田
だ

や清
せい

流
りゅう

が見
み

渡
わた

せます。

みんなが集う場所。ベンチに座
すわ

ってお話したり、
お弁

べん

当
とう

を食べたりできます。

展
てん

望
ぼう

スペース
森の広場

3

彩
いろど

る広
こうようじゅ

葉樹の森

森の広場



1
9
9
1
～
2
0
2
0
年
平
均
か
ら
の
差（
℃
）

へ
い
き
ん

さ 日本の年平均気温の変化
へいきん へんか

1991～2020年の30年平均値。

日本の年平均気温の変化（気象庁ホームページより）

日本の年平均気温は、
約100年の間に約1.3℃も
上昇しています！

へいきん

やく

じょうしょう

おん だん

（1）） 現
げん

状
じょう

（2））影
えい

響
きょう

（33）原
げん

因
いん

地球温
おん

暖
だん

化って何？

どんな問題が起きるの？

なぜ地球は暖
あたた

まっているの？

普
ふ

段
だん

、生活をしているなかでは、

あまり実
じっ

感
かん

がないかもしれませ

んが、実は、地球はどんどん暖
あたた

か

くなってきています。

主な原
げん

因
いん

は「二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（CO2）」と言われています。二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

は、物を燃
も

やす時、車の排
はい

気
き

ガス、石油や石炭を燃
も

や

して電気を作る時（＝火力発電）などに出ています。人間の

生活が便
べん

利
り

になればなるほど、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を出す量
りょう

が増
ふ

える

ため、昔に比
くら

べて、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の量
りょう

は増
ふ

え続
つづ

けています。

地球がこのまま暖
あたた

まり続
つづ

けると、たくさんの問題や危
き

険
けん

なことが起きてしまいます。　

暑くなりすぎると多くの地
ち

域
いき

で、農作物や家
か

畜
ちく

の被
ひ

害
がい

が出るおそれがあり、世界的
てき

に食べ物が不
ふ

足
そく

する
ことが心配されます

南
なんきょく

極などの氷がとけてしまうと、小さな
島や海岸の低

ひく

い場所は海に沈
しず

んでしまい、
すむ場所がなくなる可

か

能
のう

性
せい

があります

今まで暑い地
ち

域
いき

でしか発生していな
かった病気が日本でも流行するかもし
れません

生き物たちには、適
てき

した気
き

候
こう

があります。
気
き

候
こう

の変化についていけなくて、絶
ぜつ

滅
めつ

してしまう可
か

能
のう

性
せい

が高まります

森森
のの講講話
ここう わわ

5

わたし

二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の層
そう

は地球の周りを取り囲
かこ

み、太陽

からの熱を外
そと

側
がわ

に逃
にが

しにくくしています。

二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の排
はい

出
しゅつ

量
りょう

が増
ふ

えて、地球の周りを取

り囲
かこ

んだ二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の層
そう

が厚
あつ

くなると、その内
うち

側
がわ

に熱
ねつ

がこもって、地球の温度は暖
あたた

かくなりす

ぎてしまいます。

今も進行し続
つづ

けている「地球温
おん

暖
だん

化」は、私
わたし

たち自身の問題なのです。

地球のために、自分たちはいま何ができるのか、
何をすべきかを考えてみましょう。

みんなが今から取り組めば、未
み

来
らい

はきっと良
よ

くなるでしょう！

どうして二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

が増えると

地球温
おん

暖
だん

化につながるの？

熱

おんしつ

にさん

ほうしゅつ

こうか

か

ねつ

たんそ

たいよう こう

たい よう こう

宇宙への放出宇宙への放出

温室効果ガス
（二酸化炭素など）

温室効果ガス
（二酸化炭素など）

太陽光
太陽光

れいぞうこ

OFF

OFF

照 明

テレビ

プラグを
抜く

いろんな家電の省エネ
か でん しょう

開け閉めはすばやく！
あ し

詰め込みすぎない！
つ こ 冷房は

28℃
暖房は
20℃

せんぷうきで
空気を循環

フィルターのそうじ

夏 冬
れいぼう

じゅんかん

だんぼう

エアコンの省エネ
しょう

森森

のの講話
こう わ

みんなの家でよく使う電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

では、どのような省
しょう

エネができるか考えてみましょう。

省エネは、地球温
おん

暖
だん

化の対
たい

策
さく

だけでなく、限
かぎ

りあるエネルギー資
し

源
げん

の節
せつ

約
やく

にもなるね。

電気を上手に使うこと（＝省エネ）で地球温
おん

暖
だん

化の原
げん

因
いん

である二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を減らせます。
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CO2

CO2

森の木は建
たて

物
もの

や家具などの材
ざい

料
りょう

である木
もく

材
ざい

になるのはもちろんのこと、他にもた

くさんの役
やく

割
わり

があります。

実は、森は地球上に住む生き物の命をはぐくむ源
みなもと

であり、私
わたし

たちのくらしに深く関
かか

わっているのです。

森がもつ大切な役
やく

割
わり

を学びましょう！

やく わり

～地球温
おん

暖
だん

化対
たい

策
さく

の強い味方「森」～

森森森森
のののの講講講講話話話話
こここうううう わわわわ

❶二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

し、
　酸

さん

素
そ

をつくる

❹動物、植物、昆
こん

虫
ちゅう

など
生き物を育てる

❺人にここちよさを与
あた

える

❸災
さい

害
がい

を防
ふせ

ぐ（土を支
ささ

える）

❷水をたくわえる

7

木は、人間と反対に、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
す

って酸
さん

素
そ

を吐
は

き出しています。太陽の光を

使って、水と二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

から、酸
さん

素
そ

とデンプン（＝木を成
せい

長
ちょう

させる栄
えい

養
よう

）を作るこ

のはたらきを「光
こう

合
ごう

成
せい

」といいます。

木の中でも、「適
てき

切
せつ

に管
かん

理
り

された森」の方が、たくさん光
こう

合
ごう

成
せい

をすることから、よ

り多くの二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

することができます。

❶ 二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

し、酸
さん

素
そ

をつくる

❷ 水をたくわえる

森の土は落ち葉を分
ぶん

解
かい

してできていて、木の根やミミズなどの生き物が掘
ほ

った穴
あな

があるため、ふかふかしていて、スポンジのような役
やく

割
わり

をはたします。

森に雨が降
ふ

った場合、森は水をゆっくりと吸
きゅう

収
しゅう

し、土の中にたくわえます。

森がもつこれらのはたらきを「水
すい

源
げん

かん養
よう

機
き

能
のう

」といいます。

適切に管理された森は、

二酸化炭素をたくさん吸収する
にさんかたんそ きゅうしゅう

かんりてきせつ

太陽の光

水H2O

光合成！
こう   ごう   せい

二酸化炭素CO2
にさんかたんそ

酸素O2
さんそ

家庭から1年間（2019年度）に排出される

二酸化炭素 約3,971kgは、30～40年生の

スギ約451本分の1年間の吸収量に相当します。

はいしゅつ

にさんかたんそ やく

やく きゅうしゅうりょう

令和3年度 森林・林業白書（林野庁ホームページより）注）適切に手入れされている36～40年生のスギ人工林1haに
　　1,000本の立木があると仮定した場合。

約3,971kg
やく

約451本
やく

吸収
きゅうしゅう

CO2

CO2

CO2

CO2

●（参考）家庭からの二酸化炭素排出量と

　スギの二酸化炭素吸収量

さんこう にさんかたんそ はいしゅつりょう

にさんかたんそきゅうしゅうりょう

てきせつ

か てい

れい わ

8



川
電気を
安定して届ける

とど

水の流れたいりょう
大量の水を
ためるところ

取水口

ダム

ダムの水を
取りこむところ

水の流れを大きな
羽根にあてて回す 水車

森がない場合 森がある場合

　　

電気をつくる機械
　　　  き
発電機

きかい

●雨が降ると、
　雨水は・・・

ふ

降った雨の
半分以上が
すぐ流れ出て
しまい、土の中
にはほとんど
たくわえられ
ません

ふ

降った雨の
約3分の1は
土の中に
たくわえられ
ています

ふ

森がない場合 森がある場合

森にたくわえられた水は、時間をかけて地中を通り川に流れます。このため、森は、

川の水が増
ふ

えたり、逆
ぎゃく

に干
ひ

上
あ

がったりしてしまうのを防
ふせ

いでくれています。

水力発電では、この水を使って電気をつくり、みなさんのお家に届
とど

けています。

水がないと電気を使いたいときに使えないことになってしまいます。

このように森は、水や電気を通じてみんなの暮
く

らしとつながっています。

❸ 災
さい

害
がい

を防
ふせ

ぐ（土を支
ささ

える）

森の枝
えだ

葉
は

や、積
つ

もった落ち葉や草は、雨の衝
しょう

撃
げき

を吸
きゅう

収
しゅう

し、地面の土が流れるのを

防
ふせ

いでいます。また、木の根が地中で深く広がって土を支
ささ

えていることから、土
ど

砂
しゃ

崩
くず

れを防
ふせ

ぐことができます。

なお、森は「❷水をたくわえる」役
やく

割
わり

によって、洪
こう

水
ずい

も防
ふせ

いでいます。このように、

森は、土
ど

砂
しゃ

崩
くず

れや洪
こう

水
ずい

などの災
さい

害
がい

から私
わたし

たちを守っているのです。

～森と水と電気のつながり～

9

❺ 人にここちよさを与
あた

える

森林や緑の多いところ、滝
たき

のそばには、多く

の「マイナスイオン」があると言われていま

す。そうした場所へ行くと、リラックスでき

たり、すがすがしい気分になれます。

❹ 動物、植物、昆
こん

虫
ちゅう

など生き物を育てる

森には、たくさんの生き物が住んでいます。太陽の光

と水と二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

で育った木。その木の葉が地面に落

ちて、栄
えい

養
よう

となり、ミミズ、微
び

生
せい

物
ぶつ

や他の植物をはぐく

みます。そして、小さな虫たちや草花の種
たね

、木の実な

どを食べる鳥たちもいます。その鳥の糞
ふん

に入っていた

種
たね

からまた木が育つのです。このように森の生き物達
たち

はお互
たが

いを支え合い、大きな輪
わ

となって命をつなげて

います。

さらには、森の木から落ちた葉や、森の土に含
ふく

まれている色々な栄
えい

養
よう

分は、雨水

や地下水に溶
と

け込
こ

み川を通って海に運ばれ、川や海の生き物を育みます。

森がもつこれらのはたらきを「生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

の保
ほ

全
ぜん

」といいます。

動物、植物、昆
こん

虫
ちゅう

が生きている証
あかし

が森の中にはたくさんあります。「生き物のお家」

「動物が食べ物を探
さが

して動いた跡
あと

」「生き物の糞
ふん

」など、様々な証
あかし

を森の中で探
さが

してみましょう。

他
ほか

にも、地
ち

域
いき

に根
ね

差
ざ

した森ならではの役
やく

割
わり

もあります。例
たと

えば、クワガタが樹
じゅ

液
えき

を

求
もと

めて集まるクヌギの木は「シイタケ栽
さい

培
ばい

」の原木としても利
り

用
よう

されます。

また、森や村を山火事の延
えん

焼
しょう

から守るために、森の一部を「防
ぼう

火
か

帯
たい

」として使って

いる地
ち

域
いき

もあります。

昔から森は人々の生活には欠
か

かせない存
そん

在
ざい

だったことがわかりますね。

00010



山地が多く、降
こう

水
すい

量
りょう

も多い日
に

本
ほん

は、国土面
めん

積
せき

の約3分の2が森林です。そのうち、人の

手がほとんど入っていない「天
てん

然
ねん

林」と木
もく

材
ざい

をつくるために成
せい

長
ちょう

が早く、育てやすい杉

やひのきなどを人が植えて出来た「人工林」

があり、人工林は、森林全体のうち、約4割

を占めています。

人工の森は、人の手による適
てき

切
せつ

な管
かん

理
り

が必
ひつ

要
よう

です。

出典：平成28年度 日本統計年鑑
へいせいしゅってん とうけい

木を切り出して
運ぶ

地面に十分に日光が
あたり、下草が生える
ように、弱った木や
よぶんな木を切る

木の成長をさまたげる
雑草を刈りとる
ざっ

せいちょう

か
畑や育苗で育てた
苗木を植える

いくびょう

なえ  ぎ

‒

11

管
かん

理
り

されていない森は、真っ暗な森になってしまいます。光が差
さ

し込
こ

まない森で育っ

たスギ林は「えんぴつ林」と呼
よ

ばれるほど、細い木に育ちます。

適
てき

切
せつ

に管
かん

理
り

された森は、明るく元気な森になります。

「森の役
やく

割
わり

」（P7～10参
さん

照
しょう

）をきちんと果
は

たす森にするためには、「適
てき

切
せつ

な管
かん

理
り

」

が必
ひつ

要
よう

です。

苗
なえ

木
ぎ

を覆
おお

うように雑
ざっそう

草（下草）が成
せい

長
ちょう

する

と、太陽の光が苗
なえ

木
ぎ

に届
とど

かず、成
せい

長
ちょう

を妨
さまた

げ

てしまいます。苗
なえ

木
ぎ

の成
せい

長
ちょう

を促
うなが

すためには、

下草を刈
か

ってあげる「下草刈
か

り」が必
ひつよう

要で

す。鎌
かま

や剪
せん

定
てい

鋏
ばさみ

で、根っこから刈
か

り取
と

って

あげます。手を切らないように注意してね！

十分に日光があたり、木々が成長するように、弱った木や余分な木を
切ってあげます。

せいちょう よ  ぶん

①枯れている木、曲がっている木を選ぶ

②「およそ4本に1本」の目安で選ぶ

③間ばつする場所がかたよらないように選ぶ

12



37
38

39

40

41

42 43

44

47 5150
46

45

4948

❶

❷
❸

いさはや

九電みら
いの森樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹

じ ゅじ ゅじ ゅゅゅ

種種種種種種種種種種種種種種種種
し ゅし ゅしし ゅし ゅ

の紹の紹のの紹紹紹紹紹紹のの紹紹紹の紹紹ののののののののの紹の紹紹紹紹
ょうしょううしょううょょ 介介介介介介介介介介介介介

か いいかかか い

自
し

然
ぜん

広
こうようじゅ

葉樹の森

自
し

然
ぜん

広
こうようじゅ

葉樹の森 彩
いろど

る広
こうようじゅ

葉樹の森
番号 樹種

3737·3939 スダジイ
3838·4040 コジイ
4141·4242 クリ
4343·4444 タブノキ
4545·5050 ネズミモチ
4646·4747 ツバキ
4848·4949 アラカシ

番号 樹種 番号 樹種

❶❶·3535 キンモクセイ 1111·1414 コブシ
❷❷·1818 コハウチワカエデ 1212·2222 ニワトコ
❸❸·3232 ウメ 1616·1717 キハダ
❹❹·5151 ニシキギ 1919·2121 ホオノキ
❺❺·1313 イチョウ 2020 クコ
❻❻·3636 ヤマボウシ 2323·2828 クロモジ
❼❼·2424 サザンカ 2626·2727 コナラ
❽❽·5353 クワ 2929·5252 ムクゲ
❾❾·2525 クチナシ 3030·3131 サンシュユ
1010·1515 ヒゼンマユミ 3333·3434 ヤマザクラ

13

20

212223
24
25

29

30
31

32

33
34

35
36

37

28
27

26

10

11

12
13 14

15
16 17 18

19

❹

52 53

❺❻

❼
❽
❾

彩
いろど

る広
こうようじゅ

葉樹の森

森の広場
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❻36

51❹

35❶ 18❷

32❸

13❺

森は、動物、植物、昆
こん

虫
ちゅう

などの様々な生き物を
育てているよ。
今日は色んな生き物を見て、さわって、感じよう！

いさはや九電みらいの森

樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹
じゅじゅじゅ

種種種種種種種種種種種種種種種種種種
しゅしゅゅしゅ

紹紹紹紹の紹の紹紹の紹紹ののの紹紹紹紹紹
うょうょし う

介介介介介介介介介介介介介介介介介
かいいいかか どんななどんなんなんななんなんんなんどど なななどどどどど なんんなどんな　んなどん 　なななど 　どんんんどどんどんななどんなんなんななんなんんなんどど なこのこのこののこのここの　この　ここのの　ここのこのこのこの

秋にオレンジ色の
花が咲

さ

き、夜間には
離
はな

れていても感じ
られるほど香

かお

りが
強い

紅
あか

い花は観
かん

賞
しょう

用。白
い花は果

か

実
じつ

が付
つ

い
て、梅

うめ

干
ぼ

しや梅
うめ

酒
しゅ

の
材
ざい

料
りょう

として利
り

用
よう

される

秋には葉っぱが黄
金色に色

いろ

付
づ

き、種
たね

は
銀
ぎん

杏
なん

で食用などに
利
り

用
よう

される

日本にしかない樹
じゅ

木
もく

で、葉っぱがハウ
チワカエデに似

に

て
いて小

こ

型
がた

であるこ
とが名前の由来

秋の紅
こう

葉
よう

の美しさ
が魅

み

力
りょく

。種
たね

は朱
しゅ

色
いろ

の
皮を被

かぶ

っている

白い4枚
まい

の花
か

弁
べん

は花
ではなく、中心に小
さな花が集まって
いる。果

か

実
じつ

は熟
じゅく

す
と甘

あま

く、生で食べ
ることができる

9～10月

2～3月

4～5月

5～6月

5～6月

6～7月

6月

10～11月

9～10月

10～11月

9～10月

花

花

花

花

花

花

実

実

実

実

実

キンモクセイ

ウメ

イチョウ

コハウチワカエデ

ニシキギ

ヤマボウシ

モクセイ科

バラ科

イチョウ科

ムクロジ科

ニシキギ科

ミズキ科ー 高さ20～30m

ー 高さ5～10m

ー 高さ4m

ー 高さ5～10m

ー 高さ1～3m

ー 高さ10～15m

15
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1617 2119

24❼ 53❽

25❾

果
か

実
じつ

は食品や衣
い

料
りょう

を染
そ

める材
ざい

料
りょう

にな
る。果

か

実
じつ

が熟
じゅく

しても
割
さ

けない（口が開
かない）から「ク
チナシ」となった
とされる

日本にしかないツ
バキの種

しゅ

類
るい

。ツバキ
が春ごろに咲

さ

くの
に対してサザンカ
は10～12月ころに
咲
さ

き、花がばらばら
に散

ち

る

サクラとともに春
の訪

おとず

れを告
つ

げる花
木で、白い花の下に
は１枚

まい

の葉っぱが
つく

葉を揉
も

むとミカン
系
けい

のかおりがする

諫
いさ

早
はや

市の市木。諫早
で最

さい

初
しょ

に見つかり
「肥

ひ

前
ぜん

真
ま

弓
ゆみ

」と名
な

付
づ

けられた。春には淡
たん

緑
りょく

色
しょく

の小さい花を
つけ、秋には黄色い
実をつける

果
か

実
じつ

は熟
じゅく

して食べ
られジャムやソー
ス、果

か

実
じつ

酒などの材
ざい

料
りょう

として利
り

用
よう

され
る。葉っぱはカイコ
のえさになる

黄白色の小さい花
が咲

さ

く。枝
えだ

や幹
みき

を黒
くろ

く焼
や

くと骨
こっ

折
せつ

や打
ち身の薬となる

葉っぱは香
かお

りがし
て殺

さっ

菌
きん

作用もある
ので、食

しょく

材
ざい

を包
つつ

むの
に利

り

用
よう

される

6～7月

10～12月

3～4月

5～7月

4～6月

4月

3～5月

5～6月

11～12月

9～10月

9～10月

9～10月

12～2月

5～6月

6～8月

9～10月

花

花

花

花

花

花

花

花

実

実

実

実

実

実

実

実

クチナシ

サザンカ

コブシ

キハダ

ヒゼンマユミ

クワ

ニワトコ

ホオノキ

アカネ科

ツバキ科

モクレン科

ミカン科

ニシキギ科

クワ科

レンプクソウ科

モクレン科ー 高さ20～25m

ー 高さ5～20m

ー 高さ1～2m

ー 高さ2～6m

ー 高さ20～30m

ー 高さ2～6m

ー 高さ5～8m

ー 高さ6～15m
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3031 3334

3739 3840

2328

2726 2952

オオナラ（ミズナラ）
よりも果

か

実
じつ

（どんぐ
り）が小さいのでコ
ナラと呼

よ

ばれている。
樹
じゅ

液
えき

を求
もと

めてカブト
ムシが集まる

若
わか

い葉や果
か

実
じつ

は食
べることができ、日

ひ

干
ぼ

しした葉や果
か

実
じつ

はクコ茶としても飲
まれている

早春に金色の花が
咲
さ

く。江
え ど

戸時代に薬
用植物として日本に
伝
つた

わった

花
か

粉
ふん

を運ぶ虫を引
き寄

よ

せる独
どく

特
とく

の匂
にお

いがあり、果
か

実
じつ

は渋
しぶ

みがなく食べること
ができる

木の皮からは繊
せん

維
い

もとれ、夏から秋に
かけて白やピンクの
花が咲

さ

く

折
お

るといい香
かお

りがす
るため、高級なつま
ようじに使われる

日本の野生の桜
さくら

の
代表。淡

あわ

いピンク色
の花が咲

さ

く

果
か

実
じつ

（どんぐり）は同
じブナ科の中でも
特
とく

に小さく、食べる
ことができる

4～5月

7～11月

3～4月

5～6月

8～9月

4月

4～5月

5～6月

10月

9～12月

9～10月

10～11月

10月

9～10月

5～6月

10～11月

花

花

花

花

花

花

花

花

実

実

実

実

実

実

実

実

コナラ

クコ

サンシュユ

スダジイ

ムクゲ

クロモジ

ヤマザクラ

コジイ

ブナ科

ナス科

ミズキ科

ブナ科

アオイ科

クスノキ科

バラ科

ブナ科ー 高さ20～30m

ー 高さ10～15m

ー 高さ15～20m

ー 高さ1～2m

ー 高さ20m

ー 高さ10～20m

ー 高さ2～3m

ー 高さ2～5m

17

MEMO

4142 4344

47465045

4948 コナラスダジイアラカシ

どんぐりくらべ

ー 高さ15～17m

ー 高さ2～4m

ー 高さ15～20m

ー 高さ20～30m

ー 高さ5～10m

果
か

実
じつ

がネズミの糞
ふん

に似
に

ており、枝
えだ

葉
は

が
モチノキに似

に

ている

果
か

実
じつ

はとげのある
いがに包

つつ

まれていて
（1～3個

こ

）、毎年秋に
いがが割

わ

れて収
しゅう

穫
かく

できる

果
か

実
じつ

はリング模
も

様
よう

の帽
ぼう

子
し

を被
かぶ

ったど
んぐり

一
いっ

般
ぱん

的
てき

にツバキと
いえば「ヤブツバキ」。
果
か

実
じつ

から椿
つばき

油
あぶら

がと
れる

果
か

実
じつ

は黒く熟
じゅく

して
アボカドのよう。木
から出る油は服を
染
そ

める材
ざい

料
りょう

になる

6月

6月

4～5月

2～4月

4～5月

10～12月

10月

10～11月

9～10月

7～8月

花

花

花

花

花

実

実

実

実

実

ネズミモチ

クリ

アラカシ

ツバキ

タブノキ

モクセイ科

ブナ科

ブナ科

ツバキ科

クスノキ科

18
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学校にいながら「森での環
かん

境
きょう
教育」を体

たい
験
けん
。ＶＲを活

用し、 林業体
たい
験
けん
や森林観

かん
察
さつ

を擬
ぎ
似
じ
的
てき
に体
たい
験
けん
します。

子どもたちの環
かん
境
きょう
保
ほ
全
ぜん
意
い
識
しき
を啓
けい
発
はつ
し、将

しょう
来
らい
の九州の

環
かん
境
きょう
保
ほ
全
ぜん
につなげることを目

もく
的
てき
として、体

たい
験
けん
型
がた
の環
かん

境
きょう
教育を行っています。

デジタル環
かん

境
きょう

教育

森の教室

森林観
かん

察
さつ

森の講
こう

話
わ

林業体験

九電み九電み電 ら電 い電みら九電みらいみらい電みらい九電みらい九電みらい九電みらい九電みらい九電みらい九電みらいみらい財財財財財財財財財財財
ざいざ いざ いざ い

団団団団団団団団団団
だんだ んだだ ん

動活動の活動活動の活動活動の活動の活動の活動の活動の活動の活動の活動紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
しょうしょうしょう

介介介介介介介
かいか いか

森の役
やく

割
わり

を学ぶ。自
し

然
ぜん

を大切にする心を育む。

環
かん

境
きょう

教育

「九電みらい財
ざい
団
だん
」は、九州の未

み
来
らい
を「ずっと先まで、明るくしたい。」

という思いから、豊
ゆた
かな自

し
然
ぜん
を守り続

つづ
けること、子どもたちが輝

かがや

く

みらいにつなげていくことを目
もく
的
てき
に設
せつ
立
りつ
された財

ざい
団
だん
法
ほう
人
じん
です。

環
かん
境
きょう
活動と次世代育

いく
成
せい
支
し
援
えん
活動を通じて、九州の皆

みな
さまと一

いっ
緒
しょ
に、

よりよい九州の未
み
来
らい
を創
つく
っていきます。

21

地
ち
域
いき
との協

きょう
働
どう
による環

かん
境
きょう
教育や市

し
民
みん
交流の拠

きょ
点
てん
と

なる森づくりを目指して、地
ち
域
いき
の皆
みな
さまと一

いっ
緒
しょ
に植林

等を通して、カーボンニュートラルに取り組んでいくこ

とを目
もく
的
てき
とした「九電みらいの森プロジェクト」。「いさ

はや」に続
つづ
き、第二弾

だん
として「きりしま九電みらいの森」

を整
せい
備
び
し、環

かん
境
きょう
教育を九州全

ぜん
域
いき
に拡
ひろ
げています。

九州の豊
ゆた
かな自

し
然
ぜん
環
かん
境
きょう
をみらいにつなげること、そして、子どもたちの体

たい
験
けん

活動を通じた健
すこ
やかな成

せい
長
ちょう
を目
もく
的
てき
として、九州各

かく
地
ち
の諸
しょ
団
だん
体
たい
が取り組む「子

どもたちの自
し
然
ぜん
を大切にする心を育む活動」への助

じょ
成
せい
事業を行っています。

くじゅう坊
ぼう
ガツル湿

しつ
原
げん
周
しゅう
辺
へん
（大分県）の景

けい
観
かん

や生
せい
態
たい
系
けい
を維

い
持
じ
するため、地

ち
域
いき
の皆
みな
さまと

一
いっ
緒
しょ
に環
かん
境
きょう
保
ほ
全
ぜん
活動に取り組んでいます。

坊
ぼう

ガツル湿
しつ

原
げん

湿
しつ

原
げん

一
いっ

帯
たい

の環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

。美しい自
し

然
ぜん

を後世に。

環
かん

境
きょう

教育や市
し

民
みん

交流の拠
きょ

点
てん

となる森づくり。

みらいの九州を支
ささ

える子
こ

どもたちのために。

平
ひい

治
じ

岳
だけ

コオニユリ

野
の
焼
や
き（３月） 輪

わ
地切り（８月）

●  ミヤマキリシマ植生保
ほ
護
ご
活動

および登山道整
せい
備
び
活動 4・11月

●野
の
焼
や
き活動

●希
き
少
しょう
植物保

ほ
護
ご
活動

8-3月

7月
登山道整

せい
備
び
活動

２０２２年１月に諫
いさ
早
はや
市、長

なが
崎
さき
県と企

き
業
ぎょう

の森づくり協
きょう
定
てい
を

締
てい
結
けつ
し、長

なが
崎
さき
県諫
いさ

早
はや
市にて森づくり

を始
はじ
めました。

次世代育
いく

成
せい

支
し

援
えん

活動

環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

活動

植林活動

助
じょ
成
せい
先への贈

ぞう
呈
てい
式助

じょ
成
せい
先の活動の様子

第
だい
一弾
だん

いさはや九電みらいの森

2222


